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【背景】過敏性腸症候群（IBS）は便通異常と腹部症状を呈する疾患で，  
心理的要因が発症・増悪に関与している消化器系心身症である．腸管機能  
と中枢神経機能は密接な関係があることが知られており，この相互作用は  
「脳腸相関」と呼ばれている．ストレスは腸管運動に影響を及ぼすことが  
確認されている．IBSに対する漢方治療の報告が散見されるが，その治療  
法は確立されておらず，また作用機序も明らかにされていない．ラットに  
種々の急性ストレスを負荷することにより，排便が誘発され，下痢型IBS  
モデルとして研究利用されている．IBSには心理的要因が関与することか  
ら，本研究では，抗ストレス作用・抗不安作用を有する抑肝散の本モデル  
動物に対する有効性，ならびに，作用機序としてオキシトシン（OT）の関  
与を検討した．  
【方法】実験には雄性Wistar系ラット（7週齢）を用いた．動物をコン  
トロール群，抑肝散投与群，ストレス群，ストレス＋抑肝散投与群の4群  
に分け，急性ストレス負荷ならび抑肝散投与によるOT分泌への影響を調  
べた．抑肝散投与群には抑肝散（300mg／kg／day）を4日間前投与し，ス  
トレス群には4日目に15分間の新奇環境ストレスを負荷した．その後採  
血を行い，血祭オキシトシン濃度をELISA法にて測定した．なお，新奇  
環境ストレス負荷は，飼育ケージとは別のボックスに15分間個別に置ぐ  
ことによって行った．   
次に，急性ストレス負荷による排便量の変化を検討した．′動物をストレ  
ス群，ストレス＋抑肝散投与群，ストレス＋抑肝散＋アトシバン（OT受  
容体アンタゴニスト）群，ストレス＋OT投与群の4群に分けた．抑肝散  
の投与ならびストレス負荷は前実験と同様に行い，ストレス負荷中の排便   
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量の測定を行った．   
さらに，抑肝散の排便抑制作用に腸管への直接作用が関与しているかを  
調べるために，結腸の自発運動に対する抑肝散の作用を検討した．摘出し  
た腸管をKrebs潅流溶液内で自発運動させ，抑肝散（1mg／ml，5mg／ml）  
投与前後10分間の収縮を比較した．  
【結果】抑肝散の投与により，血中OT濃度の有意な上昇がみられた．ス  
トレス負荷による排便量の増加は，抑肝散ならびOT腹腔内投与にて有意  
に抑制されたが，抑肝散による抑制効果はOT受容体アンタゴニストの投  
与により減弱した．また，摘出結腸に直接抑肝散を投与したところ，自発  
性収縮の阻害はみられなかった．  
【結論】OTは腸管運動に対し制御的に作用することが報告されている．  
抑肝散投与は，OTの分泌を促進させ，ストレス誘発性排便を抑制するこ  
とが示唆された．   
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